
株式会社村田実商店 (山口県)

事業内容

■新循環型冷却設備の導入により製品重量のブレを抑制することで輸入原材料の使用量を削減
└ 従来の設備では強い冷気をかけて冷却をしており、水分蒸発による製品重量のバラつきが発生。製品
内容量を遵守する為、蒸発分を考慮した原材料の使用量となっていた。
■上記設備導入による菌数の抑制(消費期限の延長を目指す)

取組内容 取組B 冷却器導入による輸入原材料使用量の削減

効果、成果
等

【新循環型冷却設備の導入による輸入原材料の使用量の削減】
設備導入前 479t/年
設備導入後 469t/年(2％程度(10t/年)の使用量削減)※

【新循環型冷却設備導入による輸入原材料の廃棄量(2か月間)の削減】
設備導入前 606kg
設備導入後 503kg(103kgの減)

【新循環型冷却設備の導入による製品の一般生菌数の抑制】
設備導入前 2.6×104個/g
設備導入後 1.0×103個/g(10分の1以下に減)

業種等
水産食料品(練り製品)の
製造・販売

輸入食品
原材料

たら類 主な商品 かまぼこ、ちくわ

導入した新循環型冷却設備

輸入たら類を使用したかまぼこ

※製造計画に基づく算出値

食品原材料調達安定化対策事業(R4補正予算)




